






≪ファンドマネージャーのコメント≫ ※現時点での投資判断を示したものであり、将来の市況環境の変動等を保証するものではありません。

※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

豪ドル、ニュージーランド・ドル上昇要因 豪ドル、ニュージーランド・ドル下落要因

債券価格上昇要因（金利低下要因） 債券価格下落要因（金利上昇要因）

⚫ 株式市場や商品価格の上昇
⚫ 利上げ観測の高まり

⚫ 利下げ観測の高まり
⚫ 中国の景気減速懸念

⚫ 米国など海外市場の金利低下
⚫ 利下げ観測の高まり

⚫ 株式市場や商品価格の上昇
⚫ 利上げ観測の高まり

【豪州・ニュージーランド投資環境】
RBAは政策金利を据え置き、RBNZは利上げを決定
豪州では、RBA（豪州準備銀行）は政策金利を据え置きました。声明では利上げ開始の時期が近づいている

ことを示唆しました。
ニュージーランドでは、RBNZ（ニュージーランド準備銀行）は政策金利を市場予想以上に引き上げました。

債券市場：豪州債券金利、ニュージーランド債券金利はともに上昇
オセアニア債券市場では、金利は上昇しました。RBAが利上げ開始の時期が近づいていると示唆したことや

豪州のCPI（消費者物価指数）が市場予想を上回ったことを受けて、RBAの利上げ観測が高まったことなどから、
金利は上昇しました。FRB（米国連邦準備制度理事会）やECB（欧州中央銀行）の利上げ観測が高まったことも
金利上昇の材料となりました。

為替市場：豪ドルは小幅に下落、ニュージーランド・ドルは下落
RBAが利上げ開始の時期が近づいていると示唆したことなどが豪ドル高の材料だったものの、景気の先行き

への懸念を受けてリスク資産の価格が下落したことなどが豪ドル安の材料となり、豪ドル円は小幅に下落しま
した。ニュージーランドでは、RBNZが今後の政策金利の見通しを引き上げなかったことなどが通貨安の材料と
なり、ニュージーランド・ドル円は下落しました。

【ファンドの運用状況】
月間の動き
オセアニア通貨が円に対して下落したことや債券価格の下落がマイナス要因となり、基準価額は下落しまし

た。

運用のポイント
当ファンドでは州債や国際機関債に引き続き積極的に投資を行いました。これらの債券は国債とほぼ同等の

信用力を有していながら、国債より高い利回りが得られるためです。

【今後の見通し】
債券市場：金利は高い水準を維持しやすいと見込む
今後も豪州の労働市場が堅調に推移するとみられることや、物価の上昇圧力が根強いと見込まれること、ま

た、米国をはじめとした他の先進国では着実に利上げが進むとみられることなどから、豪州においてもRBAの
利上げ観測は維持されやすく、金利は高い水準を維持しやすいとみています。

為替市場：資源高や内外金利差が豪ドルの支援材料に
今後も資源価格が高止まりしやすいとみられることは、資源国通貨である豪ドルの支援材料となります。ま

た、内外の金利差が拡大した状況が続きやすいことも、豪ドルの支援材料です。一方で、先進各国の金融引き
締めが投資家心理の重しとなる展開には引き続き注意が必要だと考えています。

RBAは5月3日（現地）、政策金利を0.25％引き上げることを決定しました。4月下旬に発表された1-3月期の
CPIにおいて、インフレのさらなる加速が明らかになったことなどを受けての決定でした。今後についてはさ
らなる利上げが必要だとしていますが、より大幅な利上げを行う中央銀行もみられる中で、RBAの今後の利上
げのペースが注目されます。
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